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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミシン機枠に装着されるミシンの糸調子器において、前記ミシン機枠に装着される糸調
子器台と、該糸調子器台に固着される糸調子軸台と、該糸調子軸台と前記糸調子器台に回
転可能で軸方向移動可能に支持される糸調子軸と、前記糸調子軸に嵌合して固着された円
盤状の糸調子つまみ台と、該糸調子つまみ台のボス部に回転可能に嵌合すると共に軸方向
移動を制限され外周に操作部と糸調子表示が設けられた糸調子つまみと、前記糸調子軸に
回転可能に嵌装された一対の糸調子皿と、該糸調子皿に当接してバネの押圧力を伝達する
押圧板と、前記糸調子軸に嵌装されて前記一対の糸調子皿に押圧力を付勢する糸調子バネ
と、前記糸調子軸に形成されたネジ部に螺合し、外周に軸方向溝が形成されたリードネジ
体と、一端に前記リードネジ体の軸方向溝に係合して該リードネジ体の回転を阻止すると
共に軸方向移動を案内する案内部を形成して前記糸調子軸台に固着された案内体と、前記
糸調子軸台に一端で固着され、他端で前記糸調子軸の軸端に係合して常にはバネ性により
前記糸調子軸を一方向に付勢する軸押しバネとを備え、前記糸調子つまみ台と前記糸調子
つまみの対向する位置に前記軸押しバネの付勢により噛合する歯部をそれぞれ形成して前
記糸調子つまみの回転で前記糸調子つまみ台を回転させるとともに、前記軸押しバネの付
勢に抗した前記糸調子軸の軸方向移動により前記糸調子つまみ台と前記糸調子つまみの噛
合を解放するようにしたことを特徴とするミシンの糸調子器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、ミシンの糸調子器に関し、特に、糸調子つまみの特定位置と糸調子張力とを所
定の関係とすることを容易化した糸調子器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ミシンの糸調子器は糸調子つまみを操作することで、上糸の張力を調整するため、その目
安として、糸調子つまみの外周に目盛を設け、ミシン本体または糸調子台に設けたマーク
と合わせることで、糸調子調節を行うものである。
このため、特定の目盛値で所定の糸張力が発生するように予め調整する必要がある。
【０００３】
従来の糸調子器の構造を図６から図９を参照して説明する。
図中、１０１は糸調子器台であって、ミシン機枠内に装着されている。
１０２は糸調子軸台であって糸調子器台１０１に固着されている。
該糸調子軸台１０２は一端が立ち上がり部１０２ａが形成されている。
１０３は糸調子軸であって、糸調子軸台１０２の立ち上がり部１０２ａに設けられた穴部
と糸調子器台１０１に設けられた穴部に回転可能に支持されており、軸止め部材１０４ａ
，ｂにより軸方向移動しないように構成されている。
１０５は糸調子つまみであって、円盤状に形成され、糸調子軸１０３に嵌合し、ピン１０
６により糸調子軸１０３と一体化されている。糸調子つまみ１０５の外周には操作部１０
５ａと糸調子調節のための数字１～９を表示する表示板１０５ｂが設けられている。
【０００４】
１０７，１０８は一対の糸調子皿であって、糸調子軸１０３に回転可能に嵌装されており
、糸調子軸１０３に一体的に装着された鍔１０９に一端で当接している。
１１０は押圧板であって糸調子軸１０３に軸方向移動可能に嵌装されている。
１１１は一対の糸調子皿１０７，１０８に押圧力を付勢する糸調子バネであって、糸調子
軸１０３に嵌装されている。
１１２はリードネジ体であって、外周に軸方向溝１１２ａが形成され糸調子軸１０３に形
成されたネジ部に螺合している。
１１３は案内体であって、リードネジ体１１２の軸方向溝１１２ａに係合して該リードネ
ジ体の回転を阻止する案内部１１３ａが形成されており、糸調子軸台１０２に固着されて
いる。
【０００５】
糸調子つまみ１０５の一部が糸調子器台１０１の開口部１０１ｂから外部に露出している
。（図７，９参照）糸調子器台１０１には、糸調子つまみ１０５の表示板取付け部１０５
ｂに取付けられた表示板１０５ｃの糸調子表示数字に対応する位置に指示線としてマーク
１０１ｃが設けられている。
【０００６】
従って、操作者はマーク１０１ｃに糸調子つまみ１０５の糸調子表示数字を適宜合わせる
ように、糸調子つまみ１０５を回転させる。調子つまみ１０５の回転により、糸調子軸１
０３が回転する。糸調子軸１０３の回転に対してリードネジ体１１２は案内体１１３の案
内部１１３ａにより回転を阻止されていることから、軸方向にのみ移動する。リードネジ
体１１２の軸方向移動により糸調子バネ１１１に対する位置を変化させて、一対の糸調子
皿１０７，１０８に付勢する押圧力を調節してこの糸調子皿間に挟持する糸に張力を付与
する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　上述の糸調子器では、操作者が糸調子表示数字により糸調子を調節するために、調整さ
れたミシンでは、糸調子表示数字と一対の糸調子皿１０７，１０８間に付与する押圧力と
は予め定めた値となるように調整されていることが求められる。
しかしながら糸調子バネ１１１や組み立て上の誤差などにより、糸調子器のミシンへの組
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み付け後再調整することや、設定状態を所望の値とするなどの変更を行う必要がある。
【０００８】
　この場合所定の糸調子表示数字に一対の糸調子皿１０７，１０８間に付与する押圧力を
一致させるために、外装部品を取り外し、更に狭いミシン機枠内で案内体１１３を緩めて
リードネジ体１１２を回転させて、糸調子軸１０３とてリードネジ体１１２との関係を変
化させることで調整し、案内体１１３を再度固定することで、変更を行うものであった。
【０００９】
したがって、糸調子器の調整は、初心者だけでなく熟練者にとっても非常に煩わしい作業
であった。
【００１０】
　本発明は、上記問題点を解消し、糸調子表示数字と一対の糸調子皿１０７，１０８間に
付与する押圧力を予め定めた値となるように簡単に調整して得ることができるミシンの糸
調子器を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決し、目的を達成するための本発明は、ミシン機枠に装着されるミシン
の糸調子器において、前記ミシン機枠に装着される糸調子器台と、該糸調子器台に固着さ
れる糸調子軸台と、該糸調子軸台と前記糸調子器台に回転可能で軸方向移動可能に支持さ
れる糸調子軸と、前記糸調子軸に嵌合して固着された円盤状の糸調子つまみ台と、該糸調
子つまみ台のボス部に回転可能に嵌合すると共に軸方向移動を制限され外周に操作部と糸
調子表示が設けられた糸調子つまみと、前記糸調子軸に回転可能に嵌装された一対の糸調
子皿と、該糸調子皿に当接してバネの押圧力を伝達する押圧板と、前記糸調子軸に嵌装さ
れて前記一対の糸調子皿に押圧力を付勢する糸調子バネと、前記糸調子軸に形成されたネ
ジ部に螺合し、外周に軸方向溝が形成されたリードネジ体と、一端に前記リードネジ体の
軸方向溝に係合して該リードネジ体の回転を阻止すると共に軸方向移動を案内する案内部
を形成して前記糸調子軸台に固着された案内体と、前記糸調子軸台に一端で固着され、他
端で前記糸調子軸の軸端に係合して常にはバネ性により前記糸調子軸を一方向に付勢する
軸押しバネとを備え、前記糸調子つまみ台と前記糸調子つまみの対向する位置に前記軸押
しバネの付勢により噛合する歯部をそれぞれ形成して前記糸調子つまみの回転で前記糸調
子つまみ台を回転させるとともに、前記軸押しバネの付勢に抗した前記糸調子軸の軸方向
移動により前記糸調子つまみ台と前記糸調子つまみの噛合を解放するようにしたことを特
徴とするミシンの糸調子器とすることで課題を解決した。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して本発明を詳細に説明する。
図中、１は糸調子器台であって、ミシン機枠内に装着されている。
２は糸調子軸台であって糸調子器台１に固着されている。
該糸調子軸台２は一端が立ち上がり部２ａが形成されている。
３は糸調子軸であって、糸調子軸台２の立ち上がり部２ａに設けられた穴部と糸調子器台
１に設けられた穴部に回転可能に支持されている。
４は糸調子つまみ台であって、円盤状に形成され、糸調子軸３に嵌合し、ピン６により糸
調子軸３と一体化されている。
【００１４】
　５は糸調子つまみであって、糸調子つまみ台４のボス部に回転可能に嵌合しており、糸
調子つまみ５の外周には操作部５ａと糸調子調節のための数字１～９を表示する表示板５
ｃが設けられている。
　７，８は一対の糸調子皿であって、糸調子軸３に回転可能に嵌装されており、糸調子軸
３に一体的に装着された鍔９に一端で当接している。１０は押圧板であって糸調子軸３に
軸方向移動可能に嵌装されている。
　１１は一対の糸調子皿７，８に押圧力を付勢する糸調子バネであって、糸調子軸３に嵌
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装されている。
【００１５】
　１２はリードネジ体であって、外周に軸方向溝１２ａが形成され糸調子軸３に形成され
たネジ部３ａに螺合している。
　１３は案内体であって、薄板状で折り曲げられた案内部１３ａが形成されており、リー
ドネジ体１２の軸方向溝１２ａに係合してリードネジ体２の回転を阻止して軸方向移動の
み可能とするように、糸調子軸台２に固着されている。
　糸調子つまみ５の一部が糸調子器台１の開口部１ｂから外部に露出している。（図９参
照）糸調子器台１には、糸調子つまみ５の表示板取付け部に取付けられた表示板５ｃの糸
調子表示数字に対応する位置に指示線としてマーク１ｃが設けられている。
　糸調子つまみ台４と糸調子つまみ５の互いに向き合う側には歯部４ａ，５ｂがそれぞれ
形成されており、糸調子軸台２に固着された板ばねの軸押しバネ１５のバネ性による糸調
子軸５への付勢により歯部４ａ，５ｂが噛合している。
【００１６】
　従って、操作者はマーク１ｃに糸調子つまみ５の糸調子表示数字を適宜合わせるように
、糸調子つまみ５を回転操作させる。調子つまみ５の歯部５ｂに糸調子つまみ台４の歯部
４ａが噛合していることから、糸調子つまみ５の回転により、糸調子軸３が回転する。糸
調子軸３の回転に対してリードネジ体１２は案内体１３の案内部１３ａにより回転を阻止
されていることから、軸方向にのみ移動する。リードネジ体１２の軸方向移動により糸調
子バネ１に対する位置を変化させて、一対の糸調子皿７，８に付勢する押圧力を調節して
この糸調子皿間に挟持する糸に張力を付与する。
【００１７】
次に糸張力と糸調子表示数字の調整について説明する。例えば糸調子表示数字５の時に糸
張力６０ｇを発生する場合について説明する。
【００１８】
まず糸調子つまみ５を回転操作して、糸調子表示数字にかかわりなく、一対の糸調子皿７
，８に付勢する押圧力を調節してこの糸調子皿間に挟持する糸に張力を付与して、糸張力
６０ｇを発生する状態とする。
【００１９】
　次に糸調子軸３軸を押しバネ１５の付勢に抗して矢印Ａ方向に移動させて、糸調子つま
み台４と糸調子つまみ５の歯部４ａ，５ｂの噛合を解放する。糸調子軸３軸が回転しない
ようにした状態で糸調子つまみ５を回転させて糸調子表示数字の５がマーク１ｃに一致さ
せる。
【００２０】
　一致した状態で、糸調子軸３への押圧を解放すると、押しバネ１５の付勢により糸調子
軸３軸が復帰移動して糸調子つまみ台４と糸調子つまみ５の歯部４ａ，５ｂが噛合して、
糸調子つまみ５の回転を糸調子軸３に伝える状態となり、糸張力と糸調子表示数字の調整
ができる。
【００２１】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明によれば、所定の糸調子表示数字に一対の糸調
子皿間に付与する張力を簡単に調整して得ることができるミシンの糸調子器を提供するこ
とができる。とくに、従来のように一致させるために、外装部品を取り外し、更に狭いミ
シン機枠内で案内体の取り付けを緩めてリードネジ体を回転させて、糸調子軸とリードネ
ジ体との関係を変化させることで調整し、案内体を再度固定することではなく、本発明に
よれば、糸調子つまみを回転操作して張力を付与し、次に糸調子軸を移動させて糸調子つ
まみ５のみを回転させて糸調子表示数字とマークを一致させることで、初心者でも簡単に
、特別な道具を使用せずに行うことが出来、さらに家庭の使用状態でも簡単に所望の調節
を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】 本発明の実施形態に係る糸調子器の一部断面状態を示す正面図である。
【図２】 本発明の実施形態に係る糸調子器の側面図である。
【図３】 本発明の実施形態に係る糸調子器の一部断面状態を示す正面図の詳細説明図で
ある。
【図４】 本発明の実施形態に係る糸調子器の糸調子つまみの歯部説明図である。
【図５】 本発明の実施形態に係る糸調子器の糸調子つまみ台の歯部説明図である。
【図６】 従来例の糸調子器の一部断面状態を示す正面図である。
【図７】 従来例の糸調子器の側面図である。
【図８】 従来例の糸調子器の一部断面状態を示す正面図の詳細説明図である。
【図９】 糸調子器の糸調子調節に関する説明図である。
【符号の説明】
３・・・糸調子軸
４・・・糸調子つまみ台
４ａ・・・歯部
５・・・糸調子つまみ
５ｂ・・・歯部
７，８・・・糸調子皿１０
１０・・・押圧板
１１・・・糸調子バネ
１２・・・リードネジ体
１３・・・案内体
１５・・・軸押しバネ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(6) JP 4789079 B2 2011.10.5

【図５】

【図６】

【図７】
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